
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 見沼 小学校 ）     学校番号 ５７                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
人生 100 年時代の土台づくりとして「世界と向き合い、ゆめをもち、発信力のある子」を育成するためにチームで支援す
る学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 教育DX「学びの個別最適化」と探究化の推進 
２ 安心・安全な学校に向けた教育支援・相談体制と学校行事の充実 
３ コミュニティ・スクールとしての成長、進化に向けた理念、方策の共有と行動 
４ 誰もが居心地のよい（Well-Being）学校をつくる授業改善と働き方改革 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年３月２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

〇R3 全国学力・学習状況調査は国語、算数とも全

国、市平均と比べ、良好な結果である。 

〇国語の解答時間が足りないと感じた子は 35％も

いた。「文章の構成」「要旨をまとめる」「文

法」の解答率が市平均と比較して低い。 

〇市の学習状況調査において各教科の「好き」に

関する肯定的な回答は理科以外の国、社、算、

GS において市平均と比較して低い。 

〇ギガ端末を使って調べたことを整理し、まと

め、プレゼンすることに意欲的な児童が多い。 

〈課題〉 

〇全国学力・学習状況調査の結果分析から 50 文字

程度の文章を素早く読み取る力に課題がある。 

〇テスト等はある程度できるが、関心が高まって

おらず、学習する意義や、達成感、充実感を味

わえるようにし、学びの楽しさを実感させるこ

とが課題である。 

・学びの自律化

に向けた情報

端末の活用、

授業改善 

 

 

 

 

 

①スタディサプリ、ドリルパークを活用

した学習相談を実施し、児童が目標

をもって学習できるようにする。 

②全国学力・学習状況調査の結果を基

に、読解力に関する状況を分析し、

市教委による学力向上カウンセリン

グ研修を受けることで効果的な手立

てを設定し、学校全体で児童の読解

力を向上させる。 

①国語、算数について全児童に対して 9

月末までに、学習への取組状況を基に

学習相談を行うことができたか。 

②調査結果の分析結果や学力向上カウン

セリング研修を踏まえ、授業改善の視

点、手立てを学年ごとに設定すること

ができたか。また、市の学習状況調査

で読解力に関する問題について、正答

率を各学年 70％以上、もしくは市の

平均以上とすることが出来たか。 

①学習相談は 92％の学級で実施。さらに２回

以上実施した学級は 75％であった。ただ

し、個人ごとのログを蓄積させる必要があ

るため、９月末までの実施は難しかった。 

②夏季休業中に全職員が結果の分析を行い、

２学期以降の授業改善について各自が設定

することができた。しかし、市学調での読

解力に関する正答率は市平均に届かなかっ

た。 

Ｂ 

・スタディサプリ等を活用した学習に

取り組ませているため、定期的に取

組状況を確認し、必要に応じてフォ

ローアップをしていく必要がある。 

・全職員で分析等を行ったが、各自で

設定した授業改善の成果や課題の

「見える化」が不十分だった。次年

度は実践の共有まで確実に行ってい

く。 

 

・スタディサプリやドリルパー

ク等のデジタル教材だけでは

基礎基本が定着しないのでは

ないだろうか。ドリルの復活

を望む声も多くある。 

・デジタル教材の活用は、個人

の定着具合に応じて自分のペ

ースで取り組むことができる

などのメリットがある。活用

方法をさらに工夫したい。 

・デジタル教材のメリット・デ

メリット、使い方等につい

て、保護者にも分かりやすい

周知があるとよい。 

・Pepper くんの活用など、体験

的な学習は来年度以降もぜひ

取り入れたい。 

・学ぶ楽しさを

実感できる探

究型授業の実

現 

 

 

 

①市教委委嘱「学校保健等」の研究発表

会（1 月）に向け、タブレットを活用

した探究型の授業研究を 5 本以上実施

し「見沼小 AL スタンダード」を確立

する。 

②教科横断的にワクワクする事業を実施

し学びの関心を高める（若田宇宙飛行

士関連 /国際理解・国際交流/STEAMS 

TIME で「Pepper 君」を活用） 

①学校評価アンケートで３年生以上の

「各教科（国社算理）が好き」が

80％以上、もしくは昨年度の市学調以

上になったか。 

②実施後の児童、保護者アンケートで学

びの肯定的な回答が 80％以上となっ

たか。STEAMS TIME 後の児童アンケー

トで理科やプログラミングに関する肯

定的な回答が 80％以上となったか。 

①市学調で昨年度と比較し「各教科（国社算

理）が好き」だったのは 16 個中 9 個であり

約 6 割達成した。 

②学びに関する項目においては、保護者・児

童ともに 90％以上の肯定的回答が得られ

た。STEAMS TIME 実施後の児童アンケート

においても「プログラミングに興味をもっ

た」77％、「もっと活動してみたい」81％

であった。 

Ｂ 

・「各教科（国社算理）が好き」は、

昨年度の結果以上となったが、肯定

的回答が 50～70％台と高くはない。

嫌いとする要因等を分析し、手立て

を講じていく必要がある。 

・MESH や pepper くんを活用したこと

で、多くの児童は意欲的に取り組め

た。次年度も導入したい。 
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〈現状〉 

〇R3 全国学力・学習状況調査においては、「学校

に行くのは楽しい」の質問に肯定的な回答をし

た児童の割合は全国・県平均を上回った。 

〇学校評価「いじめや悩みについて適切に対応し

ている」の質問に肯定的な回答は、職員が

100％に対し、保護者は 77％に留まり 15％が

「わからない」と回答した。 

〈課題〉 

・職員による施設、設備の安全点検は定期的に行

われているが、分担場所以外の状況は分からな

いため、学校全体を意識した点検にすることが

課題である。また、児童自ら危険を予測した

り、回避したりする力を育むことも課題であ

る。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

 

 

①保護者に向けて懇談会や本校 HP、各

種発行物等を通していじめに関する

メッセージを発信し、いじめ方針や

対応を周知する 

②生徒指導・教育相談に係る校内委員会

で ICT を活用することで、蓄積した

情報を基に児童の状況を細やかに把

握、分析し、適切なタイミングで組

織的に支援、相談を行う。 

①学校評価アンケートで保護者、児童の

いじめに関する項目が 80％以上とな

ったか。 

②教員アンケートでいじめや長欠に関す

る校内委員会での組織的な対応で、肯

定的な回答が 80%以上となったか。 

①いじめに対する適切な対応についての項目

における肯定的な回答は、保護者 82.4％、

児童 88.5％とともに目標値以上となった。 

②教職員アンケートにおけるいじめや長欠に

関する項目についての肯定的な回答は

100％であった。学年や各種委員会を中心に

早期発見、早期対応を確実に行うことがで

きた。 

Ａ 

・懇談会や全校集会の際に、本校のい

じめに対する対応について共通した

内容を伝える等、周知徹底を図った

ことで、昨年度よりも肯定的回答が

高くなった。次年度は、今年度と同

様の取組を行いつつ、さらに多くの

保護者に取組を周知していく。 

 

・安心安全な学校づくりのため

に学校としてできることはし

っかりできている。 

・いじめに対する学校の方針に

ついて、懇談会でしっかりと

説明があったのがよかった。 

・けがについて、昨年度より件

数が増えたが、コロナの状況

が落ち着き、子どもたちが活

発になってきた（以前の状態

に戻りつつある）と、前向き

に捉えてよいと思う。よく発

生する場所については今後分

析する必要がある。 

・交通安全については、保護者

も一緒に学ぶ機会をつくる必

要がある。保護者の意識を高

めることも大切である。 

・安全な生活の

実現に主体的

に取り組む児

童の育成 

 

 

 

 

①安全点検の結果を職員室に掲示し、職

員の意識を高めるとともに、本校 HP

に公開し見える化を図る 

②情報端末を活用し校内におけるケガの

発生場所、件数、原因などを分析

し、児童と結果を共有できるように

する。 

①学校評価教員・保護者アンケートで安

全点検への意識が昨年度より向上した

かに関して肯定的な回答が 80%以上で

あったか。 

②児童アンケートで、「以前より安全を

考えて行動するようになった」と回答

する児童 90％以上。ケガの件数が昨

年度同時期より減少。 

①安全点検への意識に関する肯定的な回答

は、教職員が 95.2％、保護者が 89.7％と高

い結果となった。また、学校だよりや職員

室内掲示板で対応個所を周知した。 

②情報端末を活用したケガ発生場所マップを

保健委員会で作成したが完成には至らなか

ったが 88.8％の児童が健康を意識して行動

できるようになった。ケガの件数について

は 2 月末時点で昨年度の 1.6 倍（増加）。 

Ｂ 

・今年度同様に、全職員で危機意識を

共有した安全点検の実施や報告等の

徹底を確実に行っていく。 

・児童もより安全意識をもった行動が

できるように、発達段階に応じた指

導を継続していく。また、ケガ発生

場所は誰でもわかるように周知方法

の研究を進める。 
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〈現状〉 

〇コミュニティ・スクール４年目。第３（成長進

行）ステージに差し掛かった段階だが、SSN は

昨年度末に再始動したばかりである。 

〇昨年度からの学校運営協議会の熟議で、目指す

児童像の実現のため、地域の教育資源である

「東大宮音頭」を教育課程に位置付けたらどう

か、という意見が出ている。 

〈課題〉 

〇次年度以降、第４（成熟）ステージを目指して

いく段階だが、SSN が始まったばかりであり、

昨年度のコミュニティ・スクールの認知度（保

護者）は 73%に留まっている。 

・コミュニティ

スクール「成

熟ステージ」

に向けてのプ

ラン策定と行

動 

 

①学校地域連携コーディネーターの調整

により CS 熟議による「東大宮音頭プ

ロジェクト」を実現する。（教育課

程、特別活動、学校行事） 

②学校地域連携コーディネーターの調整

により本校 HP や通信物等で再構築さ

れた SSN が行った事業を発信し、地

域、家庭と共有する。 

①運動会後の保護者、職員アンケートで

関連項目の肯定的評価 80%以上であっ

たか。 

②SSN による学校支援活動が新規に行わ

れたか。保護者アンケートで SSN,CS

の認知度を含め、肯定的評価が 80％

以上となったか。市学調で地域との関

わりの項目が昨年度より高まったか。 

①運動会実施後のアンケートにおける肯定的

回答の割合は、「児童の演目」98％、「学

校の運営」96％、「運動会全体の進行」

99％と高い数値となった。 

②SSN の２つの団体が学校の環境整備事業を新

規に行った。CS の認知度は昨年度の 76％か

ら 82.4％と数値が向上した。また、SSN の

認知度は 73.6％で目標をほぼ達成した。 

Ａ 

・今年度運動会の実施時間が予定より

も大幅にずれてしまった。計画の際

に、実態に即し正確な情報提供を心

掛ける。 

・学校 HP を活用して SSN の活動の周知

を図る。 

 

・地域の人が定期的に学校に来

ることができる仕組みをつく

れないだろうか。ただし、お

客様という意識で来校するの

ではなく、「学校応援団」の

一員として応援できることは

ないかを探すという視点で来

校してもらうことが大切であ

る。 

・コロナの状況が落ち着きつつ

あるので、中止されていた学

校公開を再開していってはど

うか。 

・目指す児童像

を地域全体で

共有するため

の ICT 活用 

①校内体制を整えホームページ更新頻度

を向上させる。（週 2 回以上） 

②ICT を活用し、学校行事等に係る保護

者アンケートを学期に 1 回実施し、

PDCA サイクルに生かす。 

①保護者による学校評価アンケートで関

連する項目の肯定的回答が 90％以上

となったか。 

②保護者の意見をまとめ校内で検討し、

次の行事等に生かしているか。また内

容によっては早急に対応しているか。 

①ホームページの更新を週平均２～３回とし

たり、学校安心メールを活用したりした結

果、学校の情報発信に関する項目におい

て、肯定的回答が 96.5％だった。 

②保護者の意見や思いを反映した学校行事の

計画を立てた。また、管理職や関係職員で

早期対応を行った。 

Ａ 

・ホームページの更新が滞る時期があ

った。無理なく更新できる方策を研

究する。 

・今年度実施の学校行事における反省

を十分に考慮して次年度の行事を各

部会で計画していく。 
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〈現状〉 

〇高学年での一部教科担任制実施により、より深

い教材研究を行うことが出来ている。 

〇少人数の教職員集団のため、一人当たりの雑務

が多い。 

〈課題〉 

〇ICT の活用や探究的な学びについて、教員間で

取組の差が見られる。 

〇教材研究や児童と向き合う時間確保が難しい。 

・授業改善と、

そのための教

材研究や子ど

もたちと向き

合う時間を確

保する働き方

改革 

 

 

①教科担任制での専門的な指導や、学び

の楽しさを実感できる ICT を活用し

た探究的な学びの授業を学期に 1 回

以上公開し、管理職の指導を受ける 

②職員会議数の減少、一部教科担任制の

導入、集金業務のキャッシュレス化

（教材費、学年費の口座振替）等働

き方改革を推進する。 

①すべての教員が「主体的・対話的で深

い学び」の実現を目指し、日常的に

ICT を活用する状況になったか。 

②学校評価の職員による「働き方改革」

に関する項目で肯定的な回答が 8 割以

上となっているか。 

①教職員「GIGA スクール構想の推進」では

100％、「AL 型授業の実践」では、85.7％、

「AL 型授業に対する意識向上」90.5％と日

常的に ICT を活用した取組が実践された。 

②「働き方改革を意識した働き方」「学校と

して働き方改革が推進されている」の両項

目において 100％の肯定的回答となってい

る。 

Ａ 

・ICT の活用は進んでいるが、教員の

技能面での差もあった。活用研修等

を定期的に開催し、教職員の資質向

上を図る。 

・多くの働き方改革を進めてきたが、

まだ業務に負担を感じている職員が

いる。さらに検討していく。 

 

・働き方改革について、様々な

具体的取組を展開していてよ

い。教員の元気が子どもたち

にとって最も大事である。 

・教材費等のキャッシュレス化

はよく実現したと思う。 

・それでも教員の多忙感がなく

ならない。教員数が足りない

と感じる。 



 


